
ツーリズムＥＸＰＯジャパンに中国の省市から代表団が参加
ブ
ー
ス
内
容
も
り
だ
く
さ
ん

好
奇
心
を
刺
激
す
る
観
光
を

中
国
国
家
観
光
局

駐
日
本
代
表
処
首
席
代
表
　

張
　

西
龍

河
南
省

陜
西
省

四
川
省

上
海
市

青
海
省

広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区

貴
州
省

山
東
省

天
津
市

吉
林
省

山
西
省

桂
林
市

月～日　
上海でＣＩＴＭ（中国国際旅行博覧会）

函谷関

　
夏
か
ら
金
の
時
代
に
か
け
て

の
王
朝
が
都
を
置
い
た
河
南

省
は
歴
史
文
化
都
市
で
、
な
か
で
も
安
陽
、
洛
陽
と
開
封
は
古

代
に
栄
え
た
経
済
と
燦
然
た
る
文
化
遺
跡
が
現
在
も
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
２
０
０
９
年
末
に
三
国
時
代
「
魏
」
の
曹
操
の
墓

が
発
掘
さ
れ
話
題
に
な
り
、
世
界
遺
産
の
龍
門
石
窟
や
安
陽
の

殷
墟
、
少
林
寺
拳
法
発
祥
の
地
・
登
封
な
ど
、
各
地
に
見
所
が

点
在
す
る
。

　
見
所
＝
龍
門
石
窟
、少
林
寺
、殷
墟
、鄭
州
市
鼓
楼
、白
馬
寺
。大雁塔

　
か
つ
て
約
２
千
年
に
わ
た
り
、
秦
、
漢
、
隋
、
唐
な
ど
の
歴

代
王
朝
が
こ
こ
陝
西
省
長
安
（
現
在
の
西
安
）
に
都
を
置
き
繁

栄
し
て
き
た
中
国
を
代
表
す
る
歴
史
文
化
都
市
。
秦
の
始
皇
帝

や
司
馬
遷
、
楊
貴
妃
な
ど
名
高
い
歴
史
人
物
の
足
跡
も
多
く
、

古
代
ロ
マ
ン
が
息
づ
い
て
い
る
。西
安
の
他
に
も
咸
陽
、延
安
、

楡
林
、
韓
城
、
漢
中
な
ど
代
表
的
な
歴
史
文
化
の
名
城
が
多

く
、
ま
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
起
点
と
し
て
も
有
名
だ
。

　
見
所
＝
始
皇
帝
陵
と
兵
馬
俑
、
大
雁
塔
小
雁
塔
、
華
清
池
。

ジャイアントパンダ

　
中
国
西
南
部
に
位
置
す
る
四
川
省
の
成
都
は
、
三
国
時
代
の

蜀
が
置
か
れ
た
場
所
で
武
侯
祠
な
ど
三
国
志
に
ゆ
か
り
の
あ
る

地
域
。
ま
た
パ
ン
ダ
繁
育
研
究
基
地
も
置
か
れ
、
か
わ
い
ら
し

い
赤
ち
ゃ
ん
パ
ン
ダ
が
数
多
く
生
息
す
る
パ
ン
ダ
の
故
郷
と
し

て
も
有
名
だ
。
ま
た
激
辛
料
理
で
知
ら
れ
る
麻
婆
豆
腐
や
火
鍋

な
ど
の
四
川
料
理
、
変
面
を
代
表
と
す
る
川
劇
な
ど
、
日
本
人

が
中
国
を
連
想
さ
せ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
こ
こ
四
川
を
代
表
す
る

特
色
に
な
っ
て
い
る
。

　
見
所
＝
パ
ン
ダ
繁
殖
基
地
、峨
眉
山
と
楽
山
大
仏
、九
寨
溝
。

外灘の夜景

　
中
国
経
済
の
中
心
、
上
海
は
世
界
中
か
ら
多
く
の
観
光
客
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
訪
れ
る
国
際
都
市
。
超
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並

ぶ
浦
東
地
区
や
オ
ー
ル
ド
上
海
を
感
じ
さ
せ
る
豫
園
、
そ
し
て

外
灘
の
夜
景
な
ど
、
新
旧
の
魅
力
で
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。
秋

に
は
国
際
芸
術
祭
や
観
光
祭
も
行
わ
れ
、
年
間
で
一
番
盛
り
上

が
る
季
節
。
小
龍
包
や
こ
れ
か
ら
シ
ー
ズ
ン
の
上
海
蟹
を
本
場

上
海
で
ぜ
ひ
味
わ
い
た
い
。

　
見
所
＝
徐
家
匯
、
田
子
坊
、
上
海
博
物
館
、
新
天
地
。

門源　菜の花の海

　
青
蔵
高
原
の
東
北
部
に
位
置
し
、
古
く
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
南

ル
ー
ト
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
青
海
省
に
は
漢
族
、
チ
ベ
ッ

ト
族
、
回
族
な
ど
の
多
民
族
が
多
く
生
活
を
し
、
彼
ら
の
民
族

風
情
や
中
国
最
大
の
塩
湖
で
あ
る
青
海
湖
な
ど
壮
大
な
自
然
景

観
を
味
わ
え
る
。
２
０
０
６
年
に
は
チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
へ
と
続

く
天
空
列
車
青
蔵
鉄
道
が
開
設
し
、
始
発
点
で
あ
る
ゴ
ル
ム
ド

駅
に
は
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
や
巡
礼
者
が
集
ま
る
。

　
見
所
＝
タ
ー
ル
寺
、
青
海
湖
・
鳥
島
、
門
源
の
菜
の
花
畑
。

羅城天門風景区

　
独
特
の
カ
ル
ス
ト
地
形
が
広
く
形
成
さ
れ
て
い
る
同
自
治
区

で
は
、
山
水
の
美
し
さ
が
有
名
で
、
ま
た
チ
ワ
ン
族
を
始
め
と

す
る
多
く
の
少
数
民
族
が
暮
ら
す
地
域
と
し
て
伝
統
文
化
が
多

く
あ
る
。
河
池
市
は
雄
大
な
自
然
が
織
り
な
す
南
丹
県
六
寨
鎮

な
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
や
、
長
寿
の
村
と
し
て
話
題
を
呼
ん
で
い
る

「
巴
馬
村
」
な
ど
、
近
年
人
気
を
集
め
る
観
光
都
市
。
多
民
族

が
共
存
し
て
い
る
の
で
、
地
方
料
理
や
軽
食
も
種
類
が
豊
富
。

煮
物
と
蒸
し
物
が
中
心
で
、
里
芋
と
バ
ラ
肉
の
料
理
、
ぎ
ん
な

ん
と
ア
ヒ
ル
の
煮
込
み
な
ど
が
美
味
。
竹
筒
ご
は
ん
、
桂
林
ビ

ー
フ
ン
は
伝
統
的
な
軽
食
だ
。

　
見
所
＝
龍
勝
棚
田
、世
外
桃
源
、印
象
・
劉
三
姐
、歌
祭
り
。

少数民族

　
貴
州
省
は
中
国
の
西
南
、
雲
貴
高
原
の
東
北
部
に
位
置
し
、

少
数
民
族
が
全
省
人
口
の
４
分
の
１
を
占
め
、
中
国
最
後
の
秘

境
と
呼
ば
れ
る
。
伝
統
的
な
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
暮
ら
す
彼

ら
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
素
朴
で
温
か
み
が
あ
り
、
来
客
が
あ
る
時

に
は
茅
台
酒
な
ど
の
酒
や
歌
、
踊
り
で
盛
大
に
も
て
な
す
。
溶

岩
地
形
が
発
達
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
た
山
、
川
、
滝
、
鍾

乳
洞
か
ら
織
り
成
さ
れ
る
カ
ル
ス
ト
地
形
や
丹
霞
、
黄
果
樹
滝

な
ど
の
雄
大
な
自
然
景
観
が
少
数
民
族
風
情
と
共
に
貴
州
省
の

魅
力
。
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
が
進
み
、
行
き
や
す
く

な
っ
た
。

　
見
所
＝
荔
波
、
南
方
カ
ル
ス
ト
、
赤
水
、
黄
果
樹
瀑
布
。

青島の街並み

　
黄
海
と
渤
海
に
囲
ま
れ
る
山
東
省
は
昔
か
ら
避
暑
・
避
寒
地

と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
海
と
山
々
の
織
り
な
す
景
色
が
美

し
い
自
然
豊
か
な
地
域
。
ま
た
、
思
想
家
孔
子
、
孟
子
や
「
孫

子
の
兵
法
」
の
孫
子
、
書
聖
王
羲
之
、
蜀
の
軍
師
諸
葛
亮
孔
明

の
古
里
で
も
あ
る
。
国
際
的
な
祭
り
と
し
て
、
毎
年
８
月
に
行

わ
れ
る
青
島
国
際
ビ
ー
ル
祭
や
９
月
に
は
国
際
孔
子
祭
り
や
泰

山
国
際
登
頂
祭
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

集
ま
る
。

　
見
所
＝
泰
山
、
曲
阜
の
孔
廟
、
青
島
市
、
桟
橋
、
煙
台
市
。海河

　
北
京
か
ら
高
速
鉄
道
を
使
っ
て

分
、
天
津
市
は
太
平
洋
の

西
岸
、
渤
海
湾
に
臨
む
重
要
な
国
際
貿
易
都
市
。
清
代
の
街
並

み
を
再
現
し
た
古
文
化
街
や
旧
租
界
西
洋
建
築
群
な
ど
、
レ
ト

ロ
と
モ
ダ
ン
、
中
国
と
西
洋
が
交
錯
す
る
独
特
な
街
並
み
を
楽

し
め
る
。
２
０
１
３
年
６
月
に
地
下
鉄
が
全
線
開
通
し
、
市
内

の
移
動
が
さ
ら
に
便
利
に
な
っ
た
。
市
内
中
心
を
流
れ
る
河
を

運
航
す
る
遊
覧
船
は
夜
が
お
薦
め
。
河
の
両
端
に
広
が
る
ま
ば

ゆ
い
夜
景
を
鑑
賞
で
き
る
。

　
見
所
＝
黄
崖
関
長
城
、古
文
化
街
、石
家
大
院
、大
沽
口
砲
台
。

長白山

　
吉
林
は
山
や
た
く
さ
ん
の
川
と
湖
、
広
い
平
野
が
密
集
し
て

お
り
、
長
白
山
に
代
表
さ
れ
る
美
し
い
自
然
景
観
を
有
す
る
都

市
だ
。
冬
に
見
ら
れ
る
霧
氷
は
桂
林
の
風
景
、
雲
南
省
の
石
林

と
揚
子
江
の
三
峡
と
並
び
中
国
４
大
自
然
奇
観
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
歴
史
遺
産
も
多
く
、
高
句
麗
王
城
王
陵
古
墳
や
朝

鮮
族
文
化
な
ど
も
残
る
地
域
。
冬
の
時
期
が
長
く
、
雪
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
も
良
い
た
め
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
観
光
が
特

に
盛
ん
だ
。

　
見
所
＝
高
句
麗
王
城
王
陵
古
墳
、
長
白
山
、
氷
雪
・
樹
氷
。

雲崗石窟

　
山
西
省
は
山
々
の
織
り
な
す
豊
か
な
自
然
景
観
と
、
平
遥
古

城
や
大
同
の
雲
崗
石
窟
、
仏
教
の
聖
地
五
台
山
な
ど
、
悠
久
の

歴
史
遺
産
が
数
多
く
残
る
都
市
。
日
本
で
も
人
気
の
あ
る
刀
削

麺
発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
現
地
で
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

麺
料
理
が
楽
し
め
る
。
中
国
史
の
伝
説
時
代
、
尭
、
舜
、
禹
の

三
皇
帝
が
都
を
置
い
た
と
い
わ
れ
る
歴
史
の
ス
タ
ー
ト
地
点
。

春
秋
戦
国
時
代
に
晋
の
領
地
に
属
し
た
た
め
、
別
称
が
「
晋
」

と
な
っ
て
い
る
。

　
見
所
＝
恒
山
の
懸
空
寺
、大
同
九
龍
壁
、祁
県
の
喬
家
大
院
。

山水風景

　
桂
林
は
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
北
東
部
に
位
置
す
る
周
囲

を
山
々
に
囲
ま
れ
た
都
市
。
独
特
の
カ
ル
ス
ト
地
形
が
広
く
形

成
さ
れ
て
お
り
、
特
に
桂
林
の
山
水
の
美
し
さ
は
天
下
に
広
く

知
れ
渡
っ
て
い
る
。
桂
林
観
光
の
定
番
・
漓
江
下
り
で
は
山
水

画
の
風
情
あ
る
景
色
が
目
の
前
に
広
が
り
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
多

く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
。
市
内
に
は

カ
所
の
国
宝
級
の
重

要
文
化
財
が
あ
り
、
特
に
２
千
以
上
の
詩
文
や
書
画
が
壁
に
刻

ま
れ
た
桂
林
碑
林
な
ど
、
自
然
景
観
以
外
に
も
多
く
の
見
所
が

点
在
す
る
。

　
見
所
＝
漓
江
下
り
、
象
鼻
山
、
七
星
公
園
、
独
秀
峰
。
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中
国
ブ
ー
ス
で
は
中
国
か
ら
約

人
が
来
日
し
、
豊
富
な
ブ
ー
ス
展
開
で
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
。
６
月
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

「
中
国
大
運
河
」
な
ど
の
注
目
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
は
も
ち
ろ
ん
、
民
族
舞
踊

や
太
極
拳
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
も
実
施
。
多
様
性
に
富
み
奥
の
深
い
、
中
国
の

観
光
と
文
化
を
存
分
に
堪
能
さ
せ
て
く
れ
る
。
出
展
す
る

省
市
の
魅
力
の
概
要

と
観
光
の
主
な
見
所
を
こ
こ
で
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　
中
国
ブ
ー
ス
で
は
、
中
国
国
内


の
省
や
市
か
ら
代
表
団
が
来
日

し
、
今
年
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
中
国
大
運
河
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
中
国
地
域
を
中
心
に
、
国
内
観

光
地
域
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
や
観
光

情
報
を
大
々
的
に
紹
介
す
る
。

　
ブ
ー
ス
で
は
中
国
に
つ
い
て
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

観
光
情
報
の
紹
介
の
他
に
も
メ
ー

ン
ス
テ
ー
ジ
で
の
海
南
省
歌
舞
団

に
よ
る
民
族
舞
踊
の
ス
テ
ー
ジ

や
、
ブ
ー
ス
内
の
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ

で
１
日
３
回
、
中
国
伝
統
芸
能
・

芸
術
の
披
露
を
行
い
、
本
場
さ
な

が
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
も
中
国

文
化
ク
イ
ズ
や
、
パ
ン
ダ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
、
少
数
民
族
と
の
記
念
撮

影
な
ど
多
く
の
層
が
楽
し
め
る
コ

ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
、
観
光
を
通

じ
た
相
手
国
文
化
へ
の
理
解
促
進

を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
日
本
に
居
な
が
ら
に
し
て
中
国

へ
の
ト
リ
ッ
プ
体
験
が
で
き
る
中

国
ブ
ー
ス
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て

ほ
し
い
。

海南島歌舞台 変面

　
こ
の
度
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
４
の
開
催
に
あ
た

り
、
中
国
国
家
観
光
局
は
国
内

の

省
や
自
治
区
、
市
か
ら
約

人
の
代

表
団
を
編
成
し
、
出
展
し
ま
す
。
こ

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

を
通
じ
て
、
日
本
の
皆
さ
ま
に
今
年

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
悠
久
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
、並
々
た
る
大
運
河
や
、

人
気
コ
ー
ス
の
天
空
の
青
藏
鉄
道
、

迫
力
の
長
江
三
峡
下
り
な
ど
の
他
、

レ
ジ
ャ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
人
気
の
三
亜

や
福
建
省
の
ア
モ
イ
、
近
年
人
気
が

高
ま
っ
て
い
る
現
代
ア
ー
ト
や
、
伝

統
的
山
水
書
画
な
ど
中
国
美
術
に
触

れ
ら
れ
る
西
安
や
南
京
、
癒
し
の
桂

林
、
少
数
民
族
文
化
が
色
濃
い
雲
南

や
貴
州
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
な

ど
、
皆
さ
ま
の
好
奇
心
を
刺
激
す
る

観
光
コ
ー
ス
を
多
く
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
シ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
し
て
日
本
の
皆
さ
ま
に
も
な
じ
み

深
い
上
海
、
大
連
、
青
島
な
ど
の
大

都
市
は
、
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

一
段
と
推
し
進
め
る
と
共
に
、
ビ
ジ

ネ
ス
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
市
場
に
対
応
す
る

た
め
の
大
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
や
市
内
の
交
通
、
標
識
な
ど
の

周
辺
環
境
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
現
状
、
活
用
法
に
つ
い
て
も
広
く

訴
求
し
て
い
き
ま
す
。

　
中
国
ブ
ー
ス
で
は
、
こ
れ
ら
日
々

進
化
す
る
中
国
の
観
光
の
現
状
と
魅

力
を
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
し
、
さ
ら
な

る
中
国
観
光
の
質
と
安
全
や
、
中
日

観
光
交
流
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　

日
の
メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
海

南
島
歌
舞
団
に
よ
る
鮮
や
か
な
民
族

伝
統
舞
踊
も
披
露
さ
れ
、
ま
た

、


日
に
は
ブ
ー
ス
内
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ

で
変
面
な
ど
の
中
国
伝
統
芸
能
、
篆

刻
・
書
画
の
芸
術
、
太
極
茶
芸
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
中
国
文
化
ク
イ

ズ
や
、
パ
ン
ダ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
民

族
衣
装
と
の
記
念
撮
影
な
ど
、
中
国

文
化
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
お
楽
し

み
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま

こ
の
機
会
に
中
国
ブ
ー
ス
ま
で
遊
び

に
来
て
下
さ
い
。

　
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

日々進化する浦東新区上海新国際博覧センター

　
今
年
の
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ（
中
国
国
際
旅
行
博
覧
会
）

が

月

日
（
金
）
か
ら

日
（
日
）
ま
で
、

上
海
新
国
際
博
覧
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
は
毎
年
国
内
外
か
ら
２
千
人
以
上
の

セ
ラ
ー
、
千
人
以
上
の
バ
イ
ヤ
ー
が
参
加
す
る

大
型
旅
行
博
覧
会
で
、
会
期
中
は
世
界
以
上
の

国
か
ら
参
加
者
が
集
結
す
る
。

日
に
開
幕
を

迎
え
、
３
日
間
に
わ
た
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
や

交
易
会
、
特
色
あ
る
ブ
ー
ス
出
展
に
よ
る
観
光

情
報
の
紹
介
、
発
信
が
行
わ
れ
る
。

　
上
海
市
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
）
施
設
は
非
常

に
豊
富
。

以
上
の
展
示
施
設
、
二
つ
の
大
型

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
１
０
０
を
超
え

る
高
級
ホ
テ
ル
が
あ
る
。

　
年
間
を
通
じ
て
、
国
際
レ
ベ
ル
の

展
示
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

本
年
秋
以
降
も
中
国
国
際
医
療
設
備

設
計
と
技
術
展
、
上
海
紡
績
服
飾
展

示
会
、
２
０
１
４
ア
ジ
ア
電
子
展
・

中
国
国
際
半
導
体
博
覧
会
な
ど
が
目

白
押
し
だ
。

　
ま
た
市
内
、
周
辺
都
市
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
客
層
の
好
み
に
合
っ
た
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
点
在
。
高
速
鉄

道
の
発
達
に
伴
っ
て
、
蘇
州
や
杭
州
な
ど
の
近

郊
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

分
か
ら
１
時
間
ほ

ど
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
上
海
の
便
利
さ
や
選

択
肢
の
多
さ
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
前
後
の
プ
レ
・
ポ

ス
ト
ツ
ア
ー
の
満
足
度
の
高
さ
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
中
国
は
２
０
１
３
年
に
世
界
最
大
の
海
外
旅

行
市
場
と
な
り
、
４
年
に
は
約
１
億
２
千
万
人

の
海
外
旅
行
者
を
送
出
す
る
予
測
が
あ
る
他
、

現
在
世
界
３
位
の
観
光
客
受
け
入
れ
国
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
の
観
光
市
場
は
ま
す
ま
す
伸
び

る
見
込
み
だ
。

　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
の
詳
細
、
出
展
希
望
は
公
式
Ｈ
Ｐ

か
ら
ア
ク
セ
スhttp://www.citm.com.cn

。


